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平
成
24
年
度
末
、
あ
る
校
長
先
生
よ

り
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
一
枚
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

評
価
法
）
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
、
山
梨
大
学
副
学
長

の
堀
哲
夫
先
生
の
提
案
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
私
は
平
成
25
年
度
か
ら
、
こ
の

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
を
始
め
た
。
同
僚
に
も
紹
介

す
る
な
ど
し
て
、
現
在
は
理
科
・
数
学

科
等
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
授
業
評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
浮
か
ん
だ
前
述
の
課

題
③
に
つ
い
て
校
内
で
検
討
し
た
際
に

も
、
方
法
の
一
つ
と
し
て
提
案
し
た
。

　

一
枚
の
用
紙
に
、
単
元
の
導
入
時
に

「
単
元
を
貫
く
問
い
」
を
生
徒
に
示
し
、

生
徒
は
そ
の
問
い
に
対
す
る
回
答
を
記

入
す
る
→
授
業
ご
と
に
、
そ
の
日
の
学　

る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
が
し
ば
ら
く

実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
す
べ
て

の
授
業
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
（
図

１
）
を
実
施
し
た
。

　

集
計
の
結
果
、
８
項
目
の
う
ち
生
徒

の
肯
定
的
な
評
価
が
低
か
っ
た
の
は
質

問
２
・
４
・
５
・
７
で
あ
っ
た
（
図
２

点
線
）
。
そ
こ
で
、
そ
の
他
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
結
果
も
踏
ま
え
た
う
え
で
、
課

題
と
し
て
次
の
点
を
挙
げ
て
研
究
に
取

り
組
ん
だ
。

①
学
習
状
況
を
生
徒
自
身
が
振
り
返
り
、

成
長
の
メ
タ
認
知
が
可
能
に
な
る
仕

組
み
を
工
夫
す
る
。

②
教
科
・
科
目
や
単
元
、
ま
た
授
業
単

位
で
ど
の
よ
う
な
力
を
付
け
た
い
か

を
検
討
し
、
生
徒
に
授
業
の
目
標
と

し
て
示
す
。

③
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
意

欲
を
高
め
る
た
め
に
、
教
師
が
生
徒

に
発
す
る
「
問
い
」
を
研
究
す
る
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の

３
年
間
、
林
野
高
校
は
文
部
科
学
省

か
ら
「
高
校
生
の
基
礎
学
力
の
定
着
に

向
け
た
学
習
改
善
の
た
め
の
調
査
研
究

事
業
」
の
研
究
実
践
校
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、
そ
れ
ま
で
教
員
一
人
一

人
が
行
っ
て
き
た
取
組
を
学
校
全
体
で

共
有
し
、
「
チ
ー
ム
林
野
」
と
し
て
学

習
改
善
に
臨
む
体
制
作
り
に
大
き
な
成

果
を
も
た
ら
し
た
。
私
は
事
業
の
主
担

当
者
と
し
て
旗
振
り
役
を
務
め
た
が
、

本
稿
で
は
、
自
分
自
身
が
周
囲
と
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
学
習
改
善

の
工
夫
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

研
究
の
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

「
授
業
の
課
題
を
発
見
す
る
」
こ
と
で

あ
っ
た
。
林
野
高
校
で
は
、
生
徒
に
よ　

習
内
容
で
最
も
大
切
な
こ
と
を
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
自
分
の
言
葉
で
記
述
す
る
→

単
元
の
ま
と
め
と
し
て
、
導
入
時
と
同

じ
問
い
に
回
答
す
る
。
以
上
が
Ｏ
Ｐ
Ｐ　

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
と
「
問
い
」
の
工
夫

県
立
林
野
高
等
学
校

指
導
教
諭　

瀬
島　

美
穂

２　

現
状
分
析

３　

授
業
で
の
取
組　

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ

１　

は
じ
め
に

図 1　授業評価アンケート質問項目

質
問
１　

こ
の
授
業
で
は
、
「
学
習
の
め
あ
て
」
が
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

質
問
２　

あ
な
た
は
、
こ
の
授
業
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
い
力
を
意
識
で
き
て
い
ま
す
か
。

質
問
３　

担
当
者
は
、
授
業
に
意
欲
的
に
と
り
組
め
る
よ
う
な
工
夫
を
お
こ
な
っ
て
い
ま　

　
　
　
　

す
か
。

質
問
４　

こ
の
授
業
で
は
、
知
識
・
技
能
を
確
実
に
習
得
で
き
て
い
ま
す
か
。

質
問
５　

こ
の
授
業
で
は
、
学
ん
だ
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
自
分
で
考
え
、
そ
の
考
え

　
　
　
　

を
表
現
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
か
。

質
問
６　

こ
の
授
業
で
は
、
生
徒
ど
う
し
が
教
え
合
い
、
考
え
を
深
め
合
う
機
会
が
あ
り

　
　
　
　

ま
す
か
。

質
問
７　

こ
の
授
業
で
は
、
あ
な
た
が
、
授
業
（
あ
る
い
は
単
元
全
体
）
を
振
り
返
る
時

　
　
　
　

間
や
手
段
が
あ
り
ま
す
か
。

質
問
８　

こ
の
科
目
で
、
あ
な
た
の
力
は
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
か
。
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図２　授業評価アンケート結果

肯定的な意見の割合
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毎
時
間
の
振
り
返
り
時
間
の
確
保
が
難

し
い
こ
と
は
あ
る
が
、
他
教
科
で
も
、

Ｏ
Ｐ
Ｐ
シ
ー
ト
の
作
成
や
学
習
前
後
の

問
い
の
設
定
、
単
元
全
体
を
見
通
し
た

振
り
返
り
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
を
行
う
と
き
、
難
し
い
の

は
「
単
元
を
貫
く
問
い
」
の
設
定
で
あ

る
。
学
び
の
動
機
付
け
と
な
り
、
日
常

生
活
や
身
近
な
事
象
と
教
科
の
学
習
を

結
び
つ
け
、
同
時
に
単
元
の
終
了
時
に
、

生
徒
自
身
が
身
に
つ
い
た
力
を
自
覚
で

き
る
。
そ
ん
な
問
い
を
生
徒
に
提
示
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
答
え
る

こ
と
で
単
元
の
目
標
が
達
成
で
き
る
。

欲
張
り
な
条
件
だ
が
、
こ
の
条
件
に
近

づ
く
問
い
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
（
図
４
）
で
あ
る
。

　

指
定
事
業
を
機
会
に
、
他
校
の
教
育

実
践
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
中
の
最
も
大
き
な
学
び
は
、
広
島
県

立
祇
園
北
高
等
学
校
の
柞た
る

磨ま

昭あ
き
の
り孝
前
校

長
先
生
に
御
教
授
い
た
だ
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｅ

モ
デ
ル
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
学
習
成

立
過
程
の
評
価
モ
デ
ル
で
あ
る
。
林
野

高
校
で
も
、
前
述
の
研
究
課
題
②
③
の

取
組
に
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
い

る
。

シ
ー
ト
（
図
３
）
作
成
の
手
順
で
あ
る
。

生
徒
は
授
業
記
録
と
し
て
ノ
ー
ト
も
作

成
す
る
が
、
Ｏ
Ｐ
Ｐ
シ
ー
ト
に
は
ノ
ー

ト
と
は
異
な
る
利
点
が
あ
る
。
そ
の
日

の
授
業
内
容
の
振
り
返
り
で
学
習
内
容

へ
の
理
解
が
深
ま
る
。
一
枚
の
紙
面
で

授
業
と
授
業
の
つ
な
が
り
を
ひ
と
目
で

見
通
せ
る
。
学
習
後
の
ま
と
め
で
は
単

元
全
体
を
踏
ま
え
た
表
現
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
提
出
す
る
こ
と
で
、
授
業

者
も
そ
の
日
の
振
り
返
り
が
で
き
、
指

導
計
画
の
改
善
が
で
き
る
、
な
ど
で
あ

る
。

　

本
校
の
授
業
は
一
校
時
四
十
五
分
で
、

　

私
達
は
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
「
Ｅ
」
を
想
定

し
て
問
い
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
が
担
当
し
て
い
る
生
物
で
あ
れ
ば
、

「
酵
素
の
性
質
を
踏
ま
え
て
、
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
を
使
っ
た
ゼ
リ
ー
の
レ
シ
ピ
を

提
案
せ
よ
（
代
謝
）
」
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク

パ
ー
ク
は
実
現
可
能
か
（
遺
伝
情
報
の

発
現
）
」
「
ブ
タ
は
腐
ら
な
い
の
に
、
豚

肉
が
腐
る
の
は
な
ぜ
か
（
免
疫
）
」
「
あ

な
た
が
見
て
い
る
も
の
は
現
実
か
（
刺

激
の
受
容
）
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

生
徒
は
学
習
内
容
を
活
用
し
、
工
夫
し

て
回
答
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

本
校
で
は
、
他
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
新
し

い
利
活
用
、
協
同
学
習
な
ど
、
教
員
が

相
互
に
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
工
夫
を

共
有
し
て
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
や
Ｉ
Ｃ
Ｅ

モ
デ
ル
を
活
用
し
た
授
業
も
、
そ
の
一

例
で
あ
る
。
平
成
30
年
度
の
授
業
評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
図
２
実
線
）
を
見

る
と
、
平
成
28
年
度
に
見
ら
れ
た
課
題

が
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

こ
れ
は
「
チ
ー
ム
林
野
」
の
成
果
で
あ

る
。
育
て
た
い
生
徒
像
を
共
有
し
、
こ

れ
か
ら
も
全
教
員
で
生
徒
を
伸
ば
す
教

育
を
実
践
し
て
い
き
た
い
。

４　

授
業
で
の
取
組

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
を
参
考
に
し
た
問
い
の
研
究

５　

お
わ
り
に

図３　ＯＰＰシート

図４　ICE モデルによる問いのフェーズ

ＩＣＥ 問いのレベル 問いの例

Ｉ
（Ideas）

理解、習得を
促す問い

「～は、何か？」「～は、どれか？」
　　What

Ｃ
（Connections）

つながりを作
る問い

「判断の根拠は？」「もし、そうだった
ら？」「どんな仮説を立てられる？」

Why／ I f

Ｅ
（Extensions）

応用する問い

「何が足りなかった？」「どうすれば
解決できる？」「どうやったら、効果
的か？」「新たな解釈は？」「どうすれ
ば、仮説を検証できる？」　　　How

意 味、意 義を
問う本質的な
問い

「結局、（あなたにとって）何なのか？」
「あなたは～に対してどう（行動）す
るか？」「（学びを生かして）どんな提
案をするか？」　So what／So how


